
身体的拘束最小化に関する病院の考え方  

 

当院は、患者さんの尊厳を守り、安全で質の高い医療・ケアを提供することを目指し

ています。身体的拘束は、患者さんの身体的・精神的な自由を制限するだけでなく、

ADL（日常生活動作）の低下や QOL（生活の質）の損害を招くリスクを伴うものです。 

そのため、当院では「身体的拘束は原則として行わない」ことを基本理念とし、組織

一丸となって身体的拘束の最小化に向けた取り組みを推進することをここに宣言しま

す。 

1. 身体的拘束の原則禁止と意識改革  

 職員一人ひとりが身体的拘束による弊害を深く理解し、拘束に頼らないケアの実践

に向けて絶え間ない意識改革に努めます。 

2. 組織体制の確立と継続的見直し 

 多職種で構成する「身体的拘束最小化チーム」を中心に、院内の実施状況をリアル

タイムで把握し、拘束解除に向けた具体的な検討を継続的に行います。 

3. 「緊急やむを得ない場合」の厳格な手続き 

 生命の危険があり代替手段がない等、やむを得ず拘束を行う場合は、切迫性・非代

替性・一時性の 3 要件を厳格に判断し、患者さんやご家族へ丁寧な説明と同意、およ

び詳細な記録を確実に行います。 

4. 職員教育と知識の普及 

 身体的拘束の最小化および虐待防止を目的とした全職員対象の研修を定期的に実

施し、最新の知識と技術の習得に努めます。  

当院は、患者さんが安心して尊厳ある入院生活を送ることができる環境の実現を目

指し、全力を尽くしてまいります。 
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